
■
■
■
■
■
鷺
唾
■
■
■
轟
鈩
ｇ
厚
与
厩
腰
修
専
且
傷
で
苧
”
９
Ｌ
，
可
猛
屋
や
参
・
や

星
開

斗
，

出
口研究 報査調

ロ
万第 1

国文学研究資料館

文献資料部 ｆ
ｑ
ｑ
一
画
■
』
●
グ
●
Ｑ
一
●
■
■
■

鐡
瀦

1980
？
Ｕ
ａ
Ｉ
ｉ
Ｇ
ｇ
．
Ｑ
ｆ
ｉ
８
Ｔ
Ｉ
・
Ｉ
、
ロ
ー
Ｇ
；
郡
凹
伽
喝
魯
。
０
…
一

生

.4,
lllb.･



国
文
学
研
究
資
料
館
に
お
け
る
文
献
資
料
部
の
任
務
は
、
「
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
組
織
運
営
規
則
」
（
昭
和
垂
一
年
四
月
大
日
文
部
省
令
第

一
二
号
）
に
、
「
文
献
資
料
部
に
お
い
て
は
八
国
文
学
に
関
す
る
文
献
そ
の
他
の
資
料
の
調
査
研
究
及
び
収
集
を
行
う
（
研
究
情
報
部
及
び
史
料

館
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
」
（
第
十
一
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
当
部
で
は
昭
和
串
七
年
五
月
当
館
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
右
の
規
定

に
基
づ
い
て
、
国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
や
同
文
献
資
料
調
査
員
の
協
力
を
得
て
、
文
献
資
料
の
調
査
研
究
及
び
収
集
事
業
を
実
施
し

て
き
た
が
、
当
初
は
準
備
調
査
段
階
に
お
い
て
収
集
さ
れ
た
若
干
の
資
料
を
除
き
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
が
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
近
い
状
態
か

ら
出
発
し
た
た
め
、
ま
ず
文
献
資
料
調
査
員
の
調
査
報
告
に
基
づ
き
、
文
献
資
料
収
集
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

事
業
報
告
に
代
え
て
、
「
国
文
学
文
献
資
料
所
在
調
査
目
録
」
を
昭
和
旱
八
年
度
か
ら
昭
和
至
一
症
度
ま
で
毎
年
部
内
業
務
用
と
し
て
刊
行
し
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
館
の
整
備
に
伴
い
、
調
査
員
等
の
調
査
報
告
に
基
づ
き
、
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
収
集
し
得
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
資
料
は
す
べ
て
、
昭
和
妻
一
年
以
来
、
整
理
閲
覧
部
の
事
業
と
し
て
浩
漁
な
『
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
」
に
収
録
さ

れ
、
逐
次
刊
行
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
当
初
わ
れ
わ
れ
が
意
図
し
た
『
国
文
学
文
献
資
料
所
在
調
査
目
録
』
の
当
部
事
業
報

告
と
し
て
の
意
義
は
著
し
く
稀
薄
化
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
館
の
整
備
に
伴
い
当
部
の
事
業
も
近
年
著
し
く
多
様
化
し
、
文
献
資
料
部
の
任
務

を
遂
行
す
る
た
め
の
文
献
資
料
の
調
査
研
究
も
専
門
的
に
深
化
す
る
こ
と
が
要
請
せ
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も
そ
の
た
め
に
努
力
を
続
け
て

き
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
の
結
果
を
報
告
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
ま
た
事
業
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
調
査
研
究
及
び
収

集
を
自
貫
す
る
当
部
の
事
業
を
記
録
に
留
め
、
絶
え
ざ
る
調
査
・
研
究
と
情
報
の
蓄
積
の
上
に
、
当
部
の
事
業
を
効
率
的
に
進
展
せ
し
め
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。

当
部
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
鑑
み
、
そ
の
調
査
研
究
及
び
収
集
事
業
の
全
体
を
わ
れ
わ
れ
自
身
明
確
に
把
握
し
て
将
来
の
進
展
を
は
か
る

と
共
に
、
事
業
報
告
の
趣
旨
を
生
か
す
た
め
に
、
本
年
度
か
ら
「
文
献
資
料
部
調
査
研
究
報
告
』
を
在
来
の
『
国
文
学
文
献
資
料
所
在
調
査
目
録
』

に
代
え
て
部
内
業
務
用
と
し
て
刊
行
し
、
関
係
当
局
な
ら
び
に
関
係
者
に
報
告
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

今
回
は
最
初
の
試
み
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
一
同
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
備
な
点
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
は
い
っ
そ
う
整
備
を

期
し
、
学
問
的
な
調
査
研
究
に
基
づ
く
当
部
の
事
業
の
い
っ
そ
う
の
進
展
を
図
ろ
決
意
で
あ
る
。
文
献
資
料
部
長
大
久
保
正

1

は

じ
め

に

1



研
究
報
告
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…

中
田
剛
直
氏
蔵
本
目
録
稿
…
…
…
…
尋
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…

畠
山
記
念
館
蔵
古
筆
切
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…

表
紙
模
様
記
述
用
語
集
成
（
二
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

既
刊
蔵
書
印
譜
索
引
稿
（
印
文
篇
）
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
・
・
・
…
…
…

は
じ
め

研
究
余
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
：
一
四
六

増
上
寺
一
‐
文
化
財
特
別
閲
覧
」
記
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
．
…
…
・
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
・
…
：
一
四
六

１
１
南
北
朝
頃
の
私
撰
集
断
簡
と
広
沢
切
１

℃

●

海
外
の
絵
巻
、
奈
良
絵
本
（
在
外
資
料
）
に
つ
い
て
…
・
・
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四
八

調
査
報
告
・
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
…
…
・
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四
九

収
集
報
告
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
：
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
…
一
五
六

委
員
会
報
告
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
．
．
…
…
ニ
ハ
○

調
査
カ
ー
ド
の
改
訂
に
つ
い
て
・
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
・
・
…
…
・
…
…
・
・
・
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
ニ
ハ
三

共
同
研
究
報
告
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
．
．
…
…
・
…
一
七
二

日
本
漢
文
学
関
係
資
料
の
調
査
・
収
集
に
つ
い
て

一
、
調
査
・
収
集
の
範
囲
と
実
施
上
の
留
意
点
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
・
一
三
五

二
、
近
世
漢
文
学
の
立
場
か
ら
．
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
・
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
一
七

芸
能
関
係
資
料
の
調
査
・
収
集
に
つ
い
て
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
一
四
一

１

１
１
判
利
用
者
の
立
場
で
Ｉ

に
●

●

●

◆

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

◆

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

◆

●

◆

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

O

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

e

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

目

次

寅‘三二
三．一三三一

2



I

刺

Ｐ
即
フ
坊
か
タ
ー
》
０
１
１

旬

又

営 電
士
『

』


